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･ はゴム掛 <_ツキyグを次んせぉく｡ (n)の斜睨部はI
･木潮の架台でその上部は卦 叩 形に切抜かれた (r:)
板と (F)板とから成って屈･()., (F_)抜上にガラス
円筒 (A)をのせ (F･)板と (F),板とのrulには (C)
の和子板が差込まれて厨()引出し臼在となって居るo
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ち,rことを指摘した｡ その後林 (35)は マツケムS,路
･酌幼虫の体長 8･5cm 内外のもの勧 1い て,更に静,現
組織に及ぼす Pyrcthrinlの作川を研究した.終酌~
幼虫を腹位に Paraffi占抜上に間IBL,小刀で正小紋
に沿って由開L 的食管を頭部よt)DIP脚 に向って完
一会に蜘攻E),胸陰部砲裾を丁寧にW l除t'.た筏,･胸部 ′
●
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